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　4月4日、あおぞらこども園の入園式
が行われました。今年は8名の新しい
お友達が入園し、園児の総数は97名
になりました。
　はじめは緊張していた様子でした
が、担当の先生から名前を呼ばれる
と、手をあげて「はい」と元気に返事を
していました。
　こども園での様々な体験を通じて成
長していくのが楽しみです。

　4月6日に入学式が行われた楢葉小
学校には、20名の児童が入学し、元気
いっぱいの笑顔で初登校しました。
　式では、代表児童の6年生、上野愛
名さんが「学校は勉強だけでなく運動
会や遠足のような楽しい行事もたくさ
んあります。」と、これからの学校生活を
優しく伝えながら、歓迎のことばを述べ
ました。6年間の小学校生活がいよい
よスタートです。

あい

な

令和８年度令和８年度

あおぞらこども園あおぞらこども園

楢葉中学校楢葉中学校

楢葉小学校楢葉小学校

　4月6日、楢葉中学校の入学式が行
われ、33名の生徒が入学しました。
　中学校の制服姿は、凛 し々く、これま
でより大人に近づいた雰囲気が感じら
れました。
　新入学生代表の青木菜々香さんが
「一日でも早く中学生としての生活を
身につけたい。自分たちの可能性をど
んどん広げていきたい。」と力強く、誓
いのことばを述べました。

な　な　か
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ならはの話題NARAHA TOPICS 

”音
楽
の
鳴
る
道
路
“完
成
！

　４
月
10
日
、井
上 

ス
ミ
さ
ん（
下
井
出
）

が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　当
日
は
、介
護
施
設
に
お
い
て
、福
島
県
、

楢
葉
町
、町
社
会
福
祉
協
議
会
並
び
に
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
の
賀
状
と
と
も

に
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　長
生
き
の
秘
訣
は
、「
好
き
嫌
い
な
く
食

べ
る
こ
と
、ワ
ン
ツ
ー
体
操
を
す
る
こ
と
」と

の
事
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

井
上
さ
ん
１
０
０
歳
賀
寿

　４
月
13
日
、楢
葉
町
東
京
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　木
戸
村
と
竜
田
村
が
合
併
し
、楢
葉
町
が
誕
生
し
町
制
が
施
行

さ
れ
て
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。ま
た
、福
島
県
政
誕
生
か
ら
１
５
０

周
年
、東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
と
節
目
の
年
が
重
な
り
ま
す
。

　町
は
こ
れ
ま
で
震
災
の
復
興
と
創
生
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
で
は
、そ
の
歩
み
と
、「
な
ら
は
」の
今
を
よ
り
一
層
首

都
圏
や
世
界
に
発
信
し
、ま
た
、こ
れ
か
ら
の
未
来
を
つ
く
る
た
め

の
連
携
や
関
係
づ
く
り
と
そ
の
深
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

楢
葉
町
東
京
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た

　４
月
６
日
、な
ら
は
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
で

Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
の
令
和
８
年
度

入
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、男
子
18
名
、女
子
７
名
の
計

25
名
が
、厳
し
い
選
考
を
経
て
新
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　式
で
は
、日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
田
嶋
幸

三
名
誉
会
長
の
式
辞
や
在
校
生
か
ら
の
歓

迎
の
言
葉
の
後
、21
期
新
入
校
生
を
代
表

し
て
女
子
は
氏
原
梨
結
さ
ん
、男
子
は
田

中
心
都
さ
ん
が
決
意
表
明
を
述
べ
ま
し
た
。

　夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
Ｊ
Ｆ
Ａ

ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
皆
さ
ん
を
地
元
楢
葉
町

か
ら
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

り

　 ゆ

あ
い
と

Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島 

令
和
８
年
度
入
校
式

　４
月
１
日
に
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
19
名
、地

域
活
性
化
起
業
人
３
名
に
委
嘱
状
・
辞
令
を
交

付
し
ま
し
た
。

　令
和
８
年
度
は「
第
３
期
復
興
・
創
生
期
間
」

の
始
ま
り
の
年
で
、将
来
の
町
づ
く
り
の
方
向

性
を
定
め
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
活
か
し

て
、地
域
と
直
接
関
わ
り
な
が
ら
課
題
の
解
決

や
魅
力
の
発
信
、関
係
人
口
の
拡
大
等
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。町
の
発
展
、地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

楢
葉
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
活
性
化
起
業
人

令
和
８
年
度
の
活
動
開
始

日
本
酒
「
楢
葉
の
風
」
新
酒
発
売
開
始

◆主な販売場所
・楢葉町サイクリングターミナル　・道の駅ならは
・ブイチェーンネモト　・Jヴィレッジ

純米大吟醸酒
特別純米酒
純米大吟醸酒（原酒）
純米大吟醸酒
（うすにごり生酒）
特別純米酒
（うすにごり生酒）
純米大吟醸酒
特別純米酒
純米大吟醸酒（原酒）
特別純米酒

種類 容量 税込み価格
１升（1,800ml）
１升（1,800ml）
１升（1,800ml）

４合（720ml）

４合（720ml）

４合（720ml）
４合（720ml）
４合（720ml）
ミニボトル（300ml）

4,620円
3,465円
4,950円

2,750円

2,200円

2,420円
1,870円
2,860円
770円

　４
月
25
日
、日
本
酒「
楢
葉
の
風
」

の
新
酒
が
発
売
開
始
に
な
り
ま
し
た
。

　楢
葉
の
風
は
、楢
葉
町
産
の
酒
米

「
夢
の
香
」を
使
用
し
、姉
妹
都
市
で

あ
る
会
津
美
里
町
の
酒
蔵「
白
井
酒

造
店
」で
醸
造
し
た
楢
葉
町
オ
リ
ジ
ナ

ル
日
本
酒
で
す
。

　純
米
大
吟
醸
、特
別
純
米
酒
に
加

え
、そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
限
定
の
生
酒
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　３
月
26
日
、県
道
広
野
小
高
線
に
整
備
し
て

い
た
音
楽
の
鳴
る
道
路「
楢
葉
天
神
岬
Ｊ
ロ
ー

ド
」が
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　音
楽
の
鳴
る
道
路
は
県
内
２
例
目
で
、町
出

身
の
大
和
田
知
良
さ
ん
の
愛
称
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。Ｊ
ヴィ
レ
ッ
ジ
と
天
神
岬
を
結
ぶ
道
路

を
制
限
速
度
60
キ
ロ
で
走
行
す
る
こ
と
で
、メ
ロ

ディ
ー
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。安
全
運
転
で

制
限
速
度
を
守
っ
て
楽
曲
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

と
も
よ
し

お
お  

わ   

だ

　４
月
６
日
、天
皇
皇
后
両
陛
下
と
長
女

の
愛
子
さ
ま
が
ご
宿
泊
の
た
め
、J
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
を
訪
れ
ま
し
た
。

　両
陛
下
と
愛
子
さ
ま
は
、東
日
本
大
震

災
か
ら
15
年
の
節
目
に
あ
た
り
、２
日
間
に

わ
た
り
本
県
の
復
興
状
況
の
ご
視
察
を
さ

れ
ま
し
た
。

　お
出
迎
え
の
際
に
は
、本
町
の
復
興
に
関

す
る
温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、本
町
を

含
め
た
被
災
自
治
体
に
想
い
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

両
陛
下
と
愛
子
さ
ま
、来
町

復
興
状
況
を
ご
視
察

大
滝
神
社
浜
下
り
　
神
輿
渡
御

み
こ
し

と

ぎ
ょ

　４
月
12
日
、福
島
県
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財「
大
滝
神
社
の
浜
下
り
行
事
」の

神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
滝
神
社
の
浜
下
り
行
事
は
５
日
間
続

け
て
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
り
、農
作
物
や
大

地
を
守
る
神
様
を
山
か
ら
迎
え
、山
田
浜

地
区
の「
津
之
神
社
」に
て
塩
垢
離
を
行
い
、

神
様
が
力
を
高
め
る
と
い
う
大
切
な
神
事

で
す
。

　こ
の
日
は
笛
や
太
鼓
の
音
色
が
響
く
行

列
に
子
ど
も
神
輿
も
並
び
、お
旅
所
で
あ
る

下
小
塙
集
会
所
で
は「
浦
安
の
舞
」が
奉
納

さ
れ
、厳
粛
か
つ
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
お

　ご

　り
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　３
月
24
日
、町
内
で
日
本
工
業
大
学
が
サ
イ
ク

ル
ラ
ッ
ク
試
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
取
組
は
日
本
工
業
大
学
と
の
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
、自
転
車
を
通
じ
た

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　製
作
は
、町
の
も
の
づ
く
り
サ
ー
ク
ル「
も
ろ
も

ろ
塾
」が
組
立
を
行
い
、町
の
小
学
生
の
絵
が
ラ
ッ

ク
に
彩
り
を
加
え
ま
す
。

　６
月
に
は
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
ツ
ー
ル
・

ド
・ふ
く
し
ま
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、浜
街
道

を
含
む「
ふ
く
し
ま
浜
通
り
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
」の

整
備
に
よ
り
、町
を
訪
れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
増
加

も
期
待
さ
れ
ま
す
。み
ん
な
で
選
手
や
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

地
域×

日
本
工
業
大
学
で
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
応
援
！

　４
月
12
日
、富
岡
町
夜
ノ
森
地
区
に
お
い
て
、実

に
８
年
ぶ
り
と
な
る
消
防
団
連
合
検
閲
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。双
葉
８
ヵ
町
村
か
ら
集
ま
っ
た
総
勢

４
０
０
名
を
超
え
る
消
防
団
員
が
、桜
舞
う
富
岡

町
内
を
行
進
し
、そ
の
壮
観
な
光
景
と
吹
奏
隊
の

奏
で
る
迫
力
の
演
奏
に
、沿
道
に
集
ま
っ
た
方
々
は

感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　楢
葉
町
消
防
団
は
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、左
記
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　お
問
い
合
わ
せ
先

　く
ら
し
安
全
対
策
課

　☎
０
２
４
０‒

２
３‒
６
１
０
９

双
葉
郡
の
消
防
団
、集
う

　４
月
９
日
、町
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
へ
委

嘱
状
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　横
田
常
夫
副
隊
長
、古
市
福
男
顧
問
が

隊
を
代
表
し
て
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
２
名
の
新
た
な
隊
員
が

加
わ
り
総
員
17
名
で
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。町
は
新
体
制
と
な
っ
た
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
営
農
再
開
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
鳥
獣
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

楢
葉
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

委
嘱
状
交
付
式

　令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
ま
で
の
３
か
月
間
、県
内
全
域
で
地

域
の
魅
力
を
発
信
す
る
大
型
観
光
企

画「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペー
ン
」が
開
始
し
ま
し
た
。４
月

４
日
に
は
、ま
ち
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ゆ
ず

太
郎
」も
、い
わ
き
駅
と
湯
本
駅
で
キ
ャ

ン
ペー
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。４
月

か
ら
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ゆ
っ
く
り
県
内
を
旅

行
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
ス
タ
ー
ト
！

ふくしまDC
ホームページ

ならはスカイアリーナ町民開放DAY

スカイアリーナに給水スポットができました

［お問い合わせ先］楢葉町図書室（楢葉町コミュニティセンター３階）☎0240-25-4730
9時～17時 開室時間 休 室 日 5月3日(日・祝)、4日(月・祝)、5日(火・祝)、6日(水・休)、11日(月)、

18日(月)、25日(月)、6月1日(月)

Library

図書室
だより

 一 般
●『一冊でつかむ秀吉と秀長　ビジュアル版』 佐京由悠/監修(河出書房新社)　
●『龍の守る町』 砥上裕將/著(講談社)　

●『本当はスゴいばっちいもの研究所』 坂井建雄/監修(岩崎書店）　

　●『吾も老の花』 阿川佐和子/著(集英社インターナショナル)　
　

●『みんなの居場所』 白矢三恵/作、いつか/絵（文研出版）　
●『みえないおしごと』 とくながけい/作・絵（中央公論新社）　

新 着 図 書

児 童

　町民の方々の健康増進や交流の場づくりのため、アリー
ナを「町民開放DAY」として無料開放します。ぜひこの
機会にならはスカイアリーナをご利用ください。

ならはスカイアリーナ　アリーナ
※フィットネスジムやプールは無料開
放の対象外です。

5月開放日　5月11日（月）、25日（月）
　9：00～21：00
6月開放日　6月1日（月）、８日（月）、
　15日（月）、22日（月）、29日（月）
　9：00～21：00

・利用される前に、スカイアリーナ窓口にお
声がけください。

・けが等には十分注意してご利用ください。
・アリーナ内のスペースは譲り合ってご利用
ください。

・その他、利用にあたってはスカイアリーナ
個人利用のきまりをご確認ください。

　福島ファイヤーボンズと連携し、スカイアリーナ内にファイヤーボンズの
マスコットキャラクター「ボンズくん」がプリントされた給水機を設置しま
した。マイボトルを持参すれば、誰でも利用可能です。

楢葉学＠ならは
　3月29日、令和7年度第3回楢葉学＠ならは「楢葉誌
～木戸川流域をめぐって～」が楢葉町コミュニティセ
ンター大会議室で開催されました。
　木戸川は楢葉町民にとって特別な存在であり、原始
から連綿と人々の営みを潤しながら生活の大事な基層
に位置付けられ今に至っています。
　当日は、木戸川流域に展開された歴史・文化を坂本
和也町歴史資料館館長がわかりやすく解説しました。
多くの参加者からは「地元にいても知らないことばか
りだった。」「継続してやってほしい。」との声が寄
せられました。

開放DAYに関すること　　　　楢葉町生涯まなび課　　☎0240-25-2492
利用状況、備品等に関すること　ならはスカイアリーナ　☎0240-23-7966

対象施設 利用方法等

お問い合わせ
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　４月８日、小学部・中学
部・高等部合同の入学式を実
施しました。今年度は小学部
４名、中学部２名、高等部３
名の入学者がありました。担
任から名前を呼ばれると、ど
の児童生徒も自分なりの方法
で返事ができました。
　３月に高等部の生徒３名が巣立ち、在校生も教職員も寂しい思いをしていまし
たが、新しい仲間に活気を取り戻し、希望に満ち溢れる新年度のスタートとなり
ました。今年度も学校だけではなく、町や郡へとフィールドを広げながら学習す
る予定です。見かけた際には、ぜひ、あたたかい声をおかけください。

　４月６日、令和８年度入学式と始業式を行
いました。着任式では、生徒代表の緑川真生
さんが転入職員へ歓迎のあいさつを行いまし
た。新入生は、校舎の内外について説明を受け、対面式では上級生から生徒会や部活動など
の取組について教えてもらいました。
　本年度は全校生徒 77 名、新１年生は 33 名で２クラスでのスタートです。新し
い環境にも早く慣れて、楽しい中学生活を送って欲しいと思います。地域での見守
りや学校活動へのご協力など、地域の皆様の一層のご支援をよろしくお願いします。

　柔らかな春光の下、令和８年度が幕を開けました。
着任式で新たな先生を迎え、始業式では進級した子ど
もたちの意欲溢れる姿が見られました。本年度は「よ
く聴き　よく考え　行動する」を重点目標に掲げ、自
ら答えを見出し、失敗を恐れず様々なことに挑戦する
児童を育んでまいります。地域に見守られ、
支えられていることに感謝し、教職員一同、
一丸となって教育活動に邁進します。本年度
も温かなご支援をお願いします。

学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート
N A R A H A  S C H O O L  R E P O R T

学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート
N A R A H A  S C H O O L  R E P O R T

　

あおぞらこども園

ふたば支援学校

ホームページ ホームページ

ホームページ インスタグラム

　春の訪れとともに、新年度がスタートしました。子どもたちは新しい担任の先生や保育室
の生活に少しずつ慣れながら、日々の生活を楽しんでいます。先生の読み聞かせで絵本に夢
中になったり、お友達との関わりの中で遊びの世界を広げながら楽しむ姿が見られました。
一年を通して、安田式の体
操遊びで心身を育んだり、
広い園庭を生かし季節の移
ろいを五感で感じる経験を
していきたいと思います。

楢葉中学校 令和８年度がスタートしました！令和８年度がスタートしました！

令和８年度の入学式を実施しました令和８年度の入学式を実施しました

新年度が始まりました！新年度が始まりました！

楢葉小学校 令和８年度　着任式・始業式令和８年度　着任式・始業式

広報ならは 広報ならは2026.5 2026.508 07



連絡先
☎0240-23-6104

ならはならは
リ
グ
ア
リ
グ
ア●ならいざっぷおうちで

  

～株式会社 大地プランニング～

令和８年度水稲育苗「播種式」
　

は　　しゅ

～安全作業と健苗育成祈願～

水稲生産にもチャレンジ！

　4月3日、町水稲育苗センターで播種式が開催され、関係者全員で安全
作業と健全な苗の育成・供給等について祈願しました。
　令和８年産の水稲面積は、約365ha（主食用米約287ha、飼料用米約
45ha、WCS約33ha）で、農業者や法人等、62名の方々が水稲生産に取
り組む予定です。

　株式会社大地プランニング（代表取締役：松本
一臣氏）は異業種から農業分野に参入した農業法
人で、昨年からJA福島さくら町甘藷生産部会に
加入し甘藷栽培に取り組んでいます。
　今年は新たに水稲生産にもチャレンジする予定
です。遊休農地解消のほか、町社会福祉協議会等
の福祉分野の方々との積極的な連携を行い、多様
な人材活用や農業体験の機会の提供など、地域貢
献と併せて生産力向上も期待されています。

　町の農福連携の取組は、今年５年目を迎
えます。農業法人と福祉分野の方々が、現
状やこれまでの課題の把握に努めながら連
携協力を進めています。
　なお、農福連携に取り組む法人、年数、
主な作業内容等は以下のとおりです。◆

株式会社ナラハアグリ（５）
　水稲育苗箱の積込み・運搬等◆

株式会社ナラハプラントファクトリー（４）
　トマトやイチゴの下葉取り等◆

株式会社福島しろはとファーム（２）
　甘藷苗切り、株元除草等◆

株式会社大地プランニング（初）
　甘藷苗選別や水稲軽作業、農業体験等

福島県農作業安全運動展開中！
【春】重点推進期間（5月31日まで）

やむを得ず道路等に落下した土等は農地に戻しましょう

今年度の農福連携の取組今年度の農福連携の取組

　今回は、普段はあまり目にする機会のない「生涯医療費」をご紹介します。
　生涯医療費という数字から、どのようなことが見えてくるのか、そして、これ
からの楢葉について一緒に考えてみましょう。

　生涯医療費とは、私たちが一生の間に、病気や怪我の治療に使うお金のことです。
　楢葉町の国民健康保険と後期高齢者医療保険に加入している方の医療費から導かれた、直近（令
和6年）の生涯医療費は…。

　楢葉町の男性の平均は約2,800万円、女性では約2,600万円と、福島県の平均と比較すると男女
ともに200万円ほど生涯医療費が高いことがわかります。
　この数字は、私たちがそれだけ「医療の力」に支えられてきた証でもあります。これからはこの
「支えられる力」を、病気になる前の「備える力」に変えていくことが大切です。

「生涯医療費」って何？

生涯医療費から考える、これからの備え。

　令和8年3月までは、医療費の自己負担額の軽減措置が取られてきました。しかし、この措置も終
了を迎え、4月からは他地域と同様の窓口負担となっています。
　「負担が増えて大変だ」と感じる方も多いかもしれません。ですが、この節目を「自分の身体と
家計を、自分の習慣で守る」という前向きな視点で捉え直すきっかけにしてみませんか。
　そこで、生涯医療費をもう少し紐解いてみましょう。年代別の生涯医療費をグラフで示してみます。

　意外なことに、20代の後半から医療費が増加
傾向にあることがわかります。
　「今は元気だから大丈夫」、と思っていても、
ご自身の感覚より早い時期から身体のどこかに不
調が始まっているのかもしれません。
　『もしもの時』に備えて、今からできることを
考えましょう。
　今日から取り組めそうな事柄をご紹介します。

制度の節目を前向きな視点で捉えましょう！

　「医療費を抑える」ことは、「我慢する」ことではありません。毎日を楽しく、自由な時間を増
やすための「投資」です。今日から始められる、３つの取り組みをご提案します。

　医療費の数字を減らすことは、病院の待ち時間を「趣味を楽しむ時間」や「家族や知り合いと楽
しむ時間」に変えていく作業です。
　５年後の自分のために、何ができるでしょうか。簡単にできることから取り組んでみましょう。

今日からできる「家計と身体に優しい健康投資」

ゆず太郎

※（）の数字は取組年数

農作業が本格化しトラクターを利用する機会が多くなりますので、
　次のポイントに留意し安全・安心な農作業を実践しましょう！

❶機械の点検整備と周辺環境の確認
❷運転時はシートベルトやヘルメットを着用
❸作業時以外はトラクターの左右独立ブレーキを連結

※KDBシステム・都道府
県別生命表より算出

楢葉町
福島県

￥27,935,620
￥24,914,511

￥26,095,457
￥24,416,622

男　性 女　性

左

年に１度の「健診・検診」

「あと一摘み」の減塩

「あと10分」歩く

・健診結果を通して、ご自分の生活習慣を振り返るチャンスです。
・病気を早めに見つけて、すぐに対処することで、身体への負担もお
財布への負担も最小限に抑えられます。

・綺麗な景色を眺めたり、近所の人たちにご挨拶したりしながら、身
体を動かす習慣を身につけましょう。

・味付けにメリハリをつけることは、食事を豊かにするための秘訣です。

0
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生涯医療費（年代別） 男性 女性
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（株）大地プランニング取締役片寄さんによる
耕運作業～甘藷栽培２年目約3.5ha作付け予定～
（株）大地プランニング取締役片寄さんによる
耕運作業～甘藷栽培２年目約3.5ha作付け予定～

（株）福島しろはとファームの育苗ハウス内で
サツマイモの苗切作業中です（～６月頃まで）
（株）福島しろはとファームの育苗ハウス内で
サツマイモの苗切作業中です（～６月頃まで）
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職　名

教　　　諭
教　　　諭
教　　　諭
主　　　事

校　　　長
氏　　　名

後列右から４番目
後列右から２番目

後列右から１番目

後列右から３番目
前列左から２番目

備　考

職　名

教　　　諭
教　　　諭
教　　　諭
教　　　諭

教　　　諭
教　　　頭

楢葉小学校

楢葉中学校

村　上　貴　彦
むら　　　かみ　　　たか　　　ひこ

宮 　原　由気人
みや　　　はら　　　 　ゆ　 　き　 　と
尾 　下　蒼　依
 お　　　 　した　　　あお　　　  い
松 　本　一　美
まつ　　　もと　　　かつ　　　 み
浦 　島　　　渉
うら　　　しま　　　　　　　　わたる

片 　山　　　諒
かた　　　やま　　　　　　　　りょう

小 　原　愛　花
   お 　　　  ばら　　　あい　　     か
吉 　成　隼　輝
よし　　　なり　　　とし　　　  き

佐 々木　諒　子
  さ    さ     き 　　　  りょう　　　　　こ

佐 　藤　里　奈
  さ   　 　  とう　　　  り 　　　　　　な

遠 　藤　穂乃佳
えん　　　どう　　　   ほ 　  の　  か

氏　　　名

後列左から４番目
後列左から３番目
後列左から５番目
後列左から２番目

後列右から５番目
前列右から２番目

備　考

小学校・中学校に
新しい先生が着任しました

人事異動に伴い、小学校に６名、中学校に５名、
あわせて11名の教職員が着任しました。

これからの1年、楢葉町の学校教育をよろしくお願いします。

「笑顔とチャレンジがあふれるまち ならは」
～「ふるさと」の良さを活かした、しなやかなまちづくり～

これが
第六次町勢振興計画（後期）

の全体像！

　令和3年3月に策定した第六次町勢振興計画（令和3年度から令和12
年度）が、令和7年度に中間年度を迎えたため、後期5年間（令和8年度か
ら令和12年度）における施策や事業の見直しを行いました。これまでの
復興の成果を礎とし、まちの将来像の実現に向けて持続可能なまちづく
りを推進します。

6つの基本目標の実現のための「取組方針」、その中で重点的・分野横断的に取り組む「重点プロ
ジェクト」、計画推進のための「行財政運営」、「人口ビジョン」について見直しを行いました。

 実現が難しい取組への挑戦「ならはチャレ
ンジプロジェクト」から町にとって不可欠か
つ分野横断的に注力すべき「重点プロジェク
ト」へと性質を見直しました。その中で、町
民生活に直結する「健康・スポーツ」・「共
育（未来共創）」・「農業」の3分野をまち
づくりの核となる「三本柱」とし、それらを
支える土台として「移住定住」「観光振興」
「情報発信」を据えました。中心にある「暮
らしの豊かさ（三本柱）」が「人の流れ（移
住・観光）」を生み、それを「発信」するこ
とで人が集まるというサイクルを生み出し、
町の目標の実現を目指していきます。
 なお町勢振興計画はホームページに掲載し
ておりますのでご覧ください。

 

「ならは重点プロジェクト」
●笑顔と活力を生む「健康・スポーツ」のまちづくり

●未来共創　ならは・学び合いと参画プロジェクト

●“農”を活かした多面的な取組の推進

●移住定住・交流人口の拡大プロジェクト

●地域資源を核とした観光力の強化

●「選ばれるまち」の基盤をつくる戦略的情報発信

 ◆
双
葉
郡
の
連
携
に
よ
る
広
域
行
政
の
推
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◆
町
内
外
に
対
す
る
広
報
・
広
聴
の
充
実
・
強
化

◆
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
財
政
運
営
の
推
進

◆
行
政
能
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向
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住みよい
まちづくりの
ための
行財政運営

基本理念
（基本となる考え方）

笑顔とチャレンジがあふれるまち ならは
～「ふるさと」の良さを活かした、しなやかなまちづくり～

まちの将来像
（目指す姿）

ならは重点
プロジェクト

取組方針（分野別に実施する取り組みの柱・方向性）基本目標（分野別の目標）

◆ 新生ならはのコミュニティ再構築・活性化
◆ 町民が主体的に参加し、つながるまちづくりの推進
◆ 多くの人を呼び込む魅力的なまちづくりの推進
◆ 国際交流・多文化共生の推進

◆ 子どもの「ちから」を伸ばす教育の推進
◆ 生活を豊かにする生涯学習の環境構築
◆ 「ふるさと」の歴史・伝統・文化の保護、継承、活用の推進

◆ みんなが活き活き、心と身体の健康づくりの推進
◆ 気軽に楽しむ生涯スポーツの推進
◆ スポーツを活かした地域振興の推進

◆ みんなが参画する「地域共生社会」の実現
◆ 安心して出産・子育てできる社会環境の構築

◆ 農林水産業の高付加価値化と担い手確保
◆ 既存産業の振興と新産業の創出・誘致
◆ 生活利便性を高める商業の活性化
◆ 地域資源を活かした交流とにぎわいの創出
◆ 多様な雇用機会の創出と人材確保・企業支援

◆ 公共施設・インフラの総合的な管理
◆ 環境問題に配慮したまちづくりの推進
◆ 町内移動手段の利便性向上
◆ 安全・安心な暮らしの確保

基本目標1
町民が主体的に取り組む、参加のまち
～地域コミュニティ分野～

基本目標2
学びを楽しみ、「ちから」と豊かさにつなげるまち
～教育・文化分野～

基本目標3
誰もが元気に、はつらつと暮らすまち
～健康・スポーツ・医療分野～

基本目標4
助け合い支え合う、みんなにやさしいまち
～福祉分野～

基本目標5
地域資源・人材が輝く、にぎわいのまち
～産業振興分野～

基本目標6
暮らしやすく、安全・安心なまち
～生活・環境基盤分野～

笑顔と活力を生む
「健康・スポーツ」のまちづくり
「楢葉町の三本柱①」

未来共創ならは・学び合いと
参画プロジェクト

「楢葉町の三本柱②」

“農”を活かした
多面的な取組の推進
「楢葉町の三本柱③」

移住定住・交流人口
拡大プロジェクト

地域資源を核とした
観光力の強化

「選ばれるまち」の基盤をつくる
戦略的情報発信

次世代につなげる
まちづくり

町民の
連携と協働

安全・安心な
生活の確立

広く外に開かれた
まちの創造

変更 変更 変更
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お知らせ INFORMATION

　町内に固定資産を所有し、課税されている方に令和８年度固定資産税の納税通知書及び納付書を5
月15日以降にお送りします。全期前納報奨金制度をご利用の方は納期限にご注意ください。

※納期限が過ぎると延滞金や督促手数料が発生しますのでご注意ください。
※口座引き落としを申請された方は納期限の日に口座より引き落としされます。引き落としを希望
したにもかかわらず納付書が同封されていた場合は町民税務課までお問い合わせください。
※令和8年度で前納報奨金制度が終了します。令和9年度以降、引き続き全期前納で納付することが
できますが、前納報奨金の対象とはなりませんので、ご了承ください。

令和8年度固定資産税について

　骨粗しょう症検診を受診した方・骨粗しょう症予防
に関心のある方を対象に、骨粗しょう症予防教室を
開催します。「骨密度」と「筋肉」に着目した食事のコ
ツを、管理栄養士からお伝えします！

骨粗しょう症予防教室のお知らせ

■納期限について

●お問合せ先／町民税務課　資産税係　☎0240-23-6101

・住民票の写し
　（マイナンバー未記載、本籍あり）
・住民票記載事項証明書
・印鑑登録証明書
・戸籍証明書（謄本・抄本）
・戸籍の附票
・課税・非課税証明書
・所得証明書
　（新年度の課税・非課税証明書、所得証明書は
６月中旬頃取得可能となります）

　自動車税は、毎年4月1日午前零時現在で車
検証上の所有者（割賦販売の場合は使用者）に
課税されます。
　令和8年度自動車税の納税通知書は、5月8
日（金）に発送予定ですので、6月1日（月）の納
期限までに忘れずに納付してください。
　また、身体障がい者等のための減免申請期
限は6月1日（月）、それ以外の福祉車両等の減
免申請期限は5月25日（月）となっています。該
当する方は書類を揃えたうえで期限内に申請し
てください。なお、避難先等へ郵便物の転送を
希望される方は、最寄りの郵便局へ「転居届」の
提出をお願いします。

令和8年度 自動車税の
定期課税のお知らせ
納期限は６月１日（月）です。

●お問合せ先／
　相双地方振興局県税部課税課
　間税チーム　☎0244-26-1127

　下記証明書について役場窓口のほかコンビニでも
取得可能です。休日や役場閉庁時にはコンビニをご利
用ください。

※コンビニ交付手続きは、マイナンバーカード（暗証番
号入力有）が必要です。
※手続き時間は、6時30分から23時00分までの間で
す。
※料金は役場窓口と同額となります。

コンビニエンスストアで
各種証明書が取得できます

●お問合せ先／町民税務課　☎0240-23-6101

●お申込み・お問合せ先／保健福祉課　☎0240-23-6102

●お問合せ先／総務課行政係　☎0240-23-6100

町の環境美化を目的に「春のクリーンアップ作戦」を
実施します。皆様のご協力をお願いします。

みんなで町をきれいに～
春のクリーンアップ作戦

■日　　時　６月７日（日）　午前８時から１時間程度
■集合場所　お近くの各行政区集会所など

●お問合せ先／
　くらし安全対策課　環境係　☎0240-23-6109

楢葉町職員採用候補者試験について
1試験職種及び採用予定人員
行　政　職／大学卒程度
土　木　職／大学卒程度
　　　　　　短大・高専卒程度
保　健　師／資格免許職

若干名
若干名
若干名
若干名

3試験日
第1次試験（筆記試験）　7月12日（日）
　　　　　　　　　　　会場：福島大学（予定）
第2次試験（面接試験）　9月～10月頃を予定
　　　　　　　　　　　会場：楢葉町役場

4受付期間

5申込み方法
❶申込用紙は、楢葉町役場総務課にて交付し
ています。なお、郵便による交付を希望する
場合は下記の要領で請求してください。
●郵便による請求方法
　封筒の表に「採用試験申込用紙請求」
と朱書きし、140円切手を貼った自分宛
ての返信用封筒（角型2号）を楢葉町役場
総務課まで送付してください。
　なお、請求に際しては必ず連絡先の明
記をお願いします。

❷申込用紙に必要事項を記入し、封筒の表に
「採用試験申込」と朱書きし、楢葉町役場総
務課まで下記に掲げる書類を同封の上、簡
易書留にて送付してください。
⑴返信用封筒（切手を必ず貼り、送付先を
記入してください。）
⑵所有する資格免許証等の写し

●行　政　職
【試験区分：大卒程度】
平成3年4月2日から平成17年4月1日までに
生まれた者（学歴は問いません）。
●土　木　職
【試験区分：大卒程度】
平成3年4月2日から平成17年4月1日までに
生まれた者（学歴は問いません）。
【試験区分：短大・高専卒程度】
平成17年4月2日から平成19年4月1日まで
に生まれた者（学歴は問いません）。
●保　健　師　　
昭和52年4月2日以降に生まれた者（学歴は
問いません）。
保健師免許を有する者又は令和9年3月まで
に取得見込みの者。

6その他
　今年度は、高卒程度(行政職・土木職)の
職員採用試験を秋頃に行う予定です。詳細
は、追ってお知らせいたします。 

2受験資格
行政区
上井出

集合場所 集合場所行政区
上井出集会所
萩平集会所
井出川橋(北側) 
鐘突堂集会所
ふたばの里前

営　団 浄光西集会所

下井出 下井出集会所
大楽院

乙次郎 乙次郎集会所

北　田
中満住宅
寺脇住宅

北田集会所
中満南集会所
寺脇公営墓地北側

上小塙

上小塙集会所
寺後地内花壇
上小塙消防屯所
中川原ポンプ場(南側)
女平集会所

大　谷 大谷集会所

下小塙 下小塙集会所
佐野集会所

松　館 松館集会所
山田岡 山田岡集会所

名古谷集会所

上繁岡 上繁岡集会所
前　原 前原集会所

波　倉 波倉集会所
大　坂 大坂集会所

繁　岡 繁岡集会所
下繁岡 下繁岡集会所

山田浜 山田浜集会所

期　別

納期限

第1期（全期前納） 第2期 第3期 第4期
令和8年

6月1日（月）
令和8年

7月31日（金）
令和8年

9月30日（水）
令和8年

11月30日（月）

・日にち：5月28日（木）
・時　間：13：30～15：30
・場　所：楢葉町保健福祉会館 1階 大会議室

　６月14日に開催されるツール・ド・ふくしま2026
では、多くのサイクリストが浜通り地域を駆け抜けま
す。本大会は、北海道ニセコで開催されるUCIグラン
フォンド世界選手権の挑戦権を掴むための日本国内
唯一の予選大会です。
　国内外の自転車ロードレーサーの走りを間近でご
覧いただける機会ですので、ぜひ沿道やご自宅前で
の応援をよろしくお願いします。
　この他、町では応援のためのスペースを確保してお
りますので、ご利用ください。

ツール・ド・ふくしま2026を
応援しよう！

●お問合せ先／政策企画課　☎0240-23-6103
　福島復興サイクルシリーズ事務局
　☎024-531-4171(平日10：00～17：00）

・応援場所
　株式会社東北電子
　楢葉工場（楢葉町大字北田字縄手下114-1）
・その他
　当日交通規制が開始されるため、安全に留意
　して余裕をもってお越しください。

令和8年5月7日（木）から令和8年6月12日（金）まで

※雨天等による中止の場合は当
日午前６時に判断し、防災行
政無線と町ホームページでお
知らせします。
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お知らせ INFORMATION

　狂犬病予防集合注射を下記のとおり実施しま
す。
　飼い犬を登録している方には、お知らせの
通知を送付しますので、通知書と予防接種等
の費用を持参してください。なお、飼い犬が
未登録の方は登録をお願いします。

　５月は気温が上がり、エアコンや扇風機など
の電気製品を使い始めるご家庭も増えてきま
す。また、これから迎える梅雨の時期は湿気が
多くなり、コンセント周りの埃と湿気が重なる
ことで火災につながるおそ
れがあります。梅雨入り前
のこの時期に、今一度コン
セント周りを確認してみま
しょう。

狂犬病予防
集合注射について

■日　時　5月17日（日）
　　　　　13：30～15：30
■場　所　楢葉町役場正面駐車場
■費　用

■留意事項
●開始直後は混雑が予想されます。
　時間帯をずらしてお越しください。
●状況により実施時間が前後する場合があります。
　あらかじめご了承ください。
●お問合せ先／
　くらし安全対策課　環境係　☎0240-23-6109

　人権擁護委員による相談会を下記のとおり開催
します。
　秘密は厳守されますのでお気軽にご相談くださ
い。

　また、随時、人権擁護委員及び法務局職員によ
る電話相談を実施していますので、お気軽にご相
談ください。

「人権擁護委員の日」特設人権相談会のお知らせ

■日時　6月3日（水）10：00～15：00
■場所　楢葉町コミュニティセンター 小会議室

●みんなの人権110番
●子どもの人権110番
●女性の人権ホットライン

☎0570-003-110
☎0120-007-110
☎0570-070-810

●お問合せ先
　町民税務課　☎0240-23-6101　福島地方法務局いわき支局　☎0246-23-1651

問合せ先　富岡消防署　☎0240‒22‒2119
　　　　　楢 葉 分 署　☎0240‒25‒2119　

　生ごみの減量化のため、町内の住居に処理容
器や処理機等を購入される方に補助金を交付し
ます。生ごみから作った肥料は、家庭菜園など
でご活用いただけます。また、生ごみの減量
は、ごみ処理費の削減やCO₂排出量の削減にも
繋がります。家庭にも地球にもやさしい生ごみ
処理ライフ、始めてみませんか。

ご家庭から始める
SDGs！

～生ごみ処理容器等設置事業補助金～

●お問合せ先／
　くらし安全対策課　環境係　☎0240-23-6109

※令和８年度予算内での補助金の交付となりますので、ご了承ください。

数量

生ごみ
処理容器

町内に住所を有し、かつ居住している世帯

1戸につき
2個まで

限度額1万円

生ごみ
処理機

1戸につき
1台まで

限度額4万円

堆肥場

1戸につき
1個まで

限度額1万円

補助金額
（購入価格の1/2以内）

※強風により内容物が
飛散しないように配
慮されていること。

■補助の対象

●登録と注射の場合　6,250円
（内訳）畜犬登録手数料　　3,000円
　　　　狂犬病予防注射代　2,700円
　　　　注射済票交付手数料　550円

●注射のみの場合　3,250円　
（内訳）狂犬病予防注射代　2,700円
　　　　注射済票交付手数料　550円

●注射済票交付のみの場合　550円
（動物病院で注射済みの場合）

楢葉町スポーツ協会からのお知らせ 消防署からのお知らせ

●お申込み・お問合せ先／
一般社団法人楢葉町スポーツ協会
 ☎0240-26-0076　FAX 0240-23-6047

【軽登山・ウォーキング教室】

【前期楢葉町グラウンドゴルフ交流大会】

6月13日(土)
須賀川市 蓮田岳
￥5,000
5月11日(月)～5月22日(金)

開 催 日
行 先
参 加 費
申 込 期 間

5月21日(木)
楢葉町南防災倉庫前多目的広場
￥1,000/1人
5月17日(日)

日 時
会 場
参 加 費
申 込 締 切

『コンセント周りの状況を確認しましょう。』

火事と救急は１１９番

・プラグはコンセントの奥までしっかり差し込
みましょう。
・コンセントやプラグにたまった埃は、こまめ
に掃除しましょう。
　長期間差しっぱなしのプラグも抜いて掃除し
ましょう。
・傷んだ電気コードは、使用を控えましょう。
・タコ足配線は避けましょう。

電気火災を防ぐためのポイント

・風の強い日は、屋外での火の取り扱いを控え
ましょう。
・コンロは、周囲に燃えやすい物がない場所で
使用しましょう。
・火のそばを離れるときは、火を消しましょ
う。
・消火用の水やバケツなどを準備しましょう。
・使用後の炭や灰は、水をかけるなどして完全
に消しましょう。

火災を防ぐためのポイント

　廃炉の最新状況をお伝えするとともに、住民
の皆さまと廃炉についてお話する会を、楢葉町
ほか複数会場で開催します。お気軽にご参加く
ださい。

■日　　時　6月12日（金）18：00～19：30
■会　　場　楢葉町コミュニティセンター（大会議室）
■お申込み　QRコードから専用フォームにご

記入いただくか、お電話にてお申
込みください。

●お問合せ先・お申込み先
　原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF）　
　廃炉総括グループ（渡邉、林）
　☎03-5545-7103
　※その他の会場や日程など、詳しくは弊機構
　　WEBサイトをご覧ください。

東京電力・福島第一原子力
発電所の廃炉に関する対話

　暖かくなり、バーベキューやキャンプなど屋
外で火を使う機会が増える季節です。楽しい時
間を安全に過ごすため、火の取り扱いには十分
注意しましょう。

『屋外での火の取り扱いに注意しましょう。』

参加登録
専用フォーム

NDF
ホームページ
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お知らせ INFORMATION

1対象者
高等学校等への通学費助成について
①楢葉町に住所を有し、高等学校等に在籍す
る方（基準日となる5月1日に在学している
方）
②ふたば未来学園中学校に通学する方（楢葉
町内在住者に限ります）
③高等学校等の所在する最寄駅から定期券を
利用して通学している方、またはバスの定
期券を購入して通学している方

2助成額（100円未満切り捨て）
●町内から通学の場合▶
　電車・バス：定期券購入費100％の金額
●町外から通学の場合▶
　電車・バス：定期券購入費の20％の金額

●お問合せ先／
　こども課　☎0240-23-5515

3必要なもの
・生徒手帳（学生証）または在学証明書の写し
・通学定期券の写し
・LOCOCAの場合は、購入時に窓口で発行され
た「定期券明細書」
　※領収書、レシートでは助成できません。

3その他
・「スチューデントパス」は助成対象外です。
・町外居住者への通学費助成（20％助成）は、令
和８年度で助成を終了させていただきます。
ご理解をお願いします。

５月・6月デュークズウォーキング教室の開催

リフレッシュヨガ

元気アップ教室

　

5月20日（水）
6月  3日（水）

日にち 時　間 場　所
① 13：15～14：15
② 14：45～15：45 地域活動拠点「まざらっせ」 

　５月・6月のデュークズウォーキング教室を次の日程で開催します。
初めての方も、町民以外の方も参加できます。皆様のご参加、お待ちしております！

　呼吸、ポーズ、瞑想を組み合わせ、普段使っていない筋肉を目覚めさせます。

　Jヴィレッジフィットネスジムのトレーナーが、運動やストレッチ等を支援します。

●５月30日（土）10：30～12：00、ならはスカイアリーナ
●講　　師／デューク更家氏（ウォーキングドクター）
　　　　　　五十嵐KAZUKO氏（デューク更家公認ウォーキングスタイリスト）
　　　　　　※５月30日は、事前申込みになります。詳しくはホームページをご覧ください。
●６月20日（土）13：30～15：00　楢葉中学校武道館
●講　　師／五十嵐KAZUKO氏（デューク更家公認ウォーキングスタイリスト）
■持 ち 物／上ばき（スニーカー等）、飲みもの、タオル
●お申込み・お問合せ先／保健福祉課 国保年金係　☎0240-23-6102

■対 象 者／参加要件※を満たしている方
■定 　 員／25名程度
■日程・場所／

■内　　容／理学療法士兼ヨガインストラクターによるリフレッシュヨガ
■持 ち 物／タオル・運動しやすい服装・水分（水筒またはペットボトル）・ヨガマット（お持ちの方）
■申込方法／保健福祉課保健衛生係にご連絡ください。先着順にお申込みを受け付けます。
■注意事項／都合により日程・内容等が変更となる場合があります。
●お申込み・お問合せ先／保健福祉課 保健衛生係　☎0240-23-6102

■日　時／5月13日（水）・5月27日（水）・6月10日（水） 13：30～15：00
■会　場／みんなの交流館 ならはCANvas

※参加要件……医師から運動制限に関する指示等を受けていないこと。
　　　　　　　30分程度歩くことに不安が無い程度の体力があること。

5月30日は、
ならはスカイアリーナで
いっしょにウォーキングを

しましょう！

●お問合せ先／こども課子育て支援係　☎0240－23－5515

～救急対応を学ぼう～
　熱性けいれんが起きたらどうしたらいい？熱
中症の予防方法や熱中症になったときの対応
は？子どもに多い事故って何？夏に向けて水遊
びで気を付けることは？など救急対応や事故防
止について、救急隊の方が正しく教えてくれま
す。
■日にち　5月15日（金）
■時　間　10：00～12：00　
■対象者　妊婦、乳幼児とその保護者
■会　場　あおぞらこども園子育て支援センター

ベビママ教室
　離乳食を始めるタイミングって？何から始めれ
ばいいの？食べる量は？など、離乳食の心配を栄
養士と保健師がサポートします。離乳食初期から
完了期まで参加できます。
■日　時　6月5日（金）　10：00～12：00　
■対象者　おおむね生後4か月頃から
　　　　　1歳6か月頃のお子さんと保護者
■会　場　あおぞらこども園子育て支援センター
■持ち物　調理実習は行いません。お子さんのお出

かけ用の準備だけで参加できます。
参加を希望される方は、6月2日（火）ま
でに、こども課へご連絡ください。

離乳食講座

5月の子育て情報子ども家庭センターからのお知らせ

楢葉町家庭教育支援事業
✿ふらっと ながら✿

✿場　所／あおぞらこども園　子育て支援センター
✿日にち／毎週　火曜日（5月は12日・19日・26日）
✿時　間／10：00～ 15：00
✿対　象／妊婦さん～子育て中の保護者の方・そ
　　　　　のご家族、地域の皆さん
✿申込み／なし
●お問合せ先／
　生 涯 ま な び 課　☎0240-25-2492
　家庭教育支援活動　☎070-3798-5557

　何かをしながら(お茶を飲みながら、遊びなが
ら等)、ホッと一息つける場所です。お子さんや
ご家族、ご友人とのんびりとした時間を過ごし
たり、おしゃべりしたりしませんか？
　どなたでもふらっと気軽にお立ち寄りくださ
い。子育て経験や保健師経験があるスタッフが
いつでもお待ちしています！

あおぞらこども園子育て支援センターで　　　　　に開催しています。毎週火曜日毎週火曜日

おめでとうございます

（広報ならは4月号掲載以降にお生まれになられた方）

（敬称略）
氏　　名

結愛 波倉
 　 

久保田　桜恋
く ぼ た か れん

大貴・紗也加 営団遠藤　響喜
えんどう ひ び き 

保護者名 行政区

お悔やみ申し上げます

世 帯 数
男
女

人口（外国人含む）

3,131
3,216
2,959
6,175

双葉地方水道企業団水道修理当番業者表楢葉町 令和8年度
年・月 令和8年 令和8年

指定給水工事業者名

楢葉町住民基本台帳人口（R8.3.31現在）

（敬称略）

（広報ならは4月号掲載以降亡くなられた方）

5月 6月
0240-27-3419
0240-27-3241

0240-25-3121
090-3982-3422

1日、2日、17日～23日
3日、4日、24日～30日
5日、6日、31日
7日～9日

10日～16日

21日～27日
28日～30日
1日～6日
7日～13日

14日～20日

 
0240-27-3311
080-6042-8443

北 陽 管 工㈲
㈲吉田鉄工所
㈲山忠設備工業
草 野 建 設㈱
㈲吉 田 設 備

氏　　名 年　齢 行政区
猪狩　理子
坂本　充子
猪狩　春夫
泉　イミ子
箱崎　　豊

９０
８６
８７
９４
８７

北　田
上井出
上井出
下井出
上井出

福島県放射能
測定マップ

原子力規制委員会
放射線モニタリング

食品等
モニタリング

福島県農林水産物・
加工食品モニタリング

双葉地方
水道企業団

モニタリングの
結果は各ホームページを
ご確認ください。

モニタリングの
結果は各ホームページを
ご確認ください。

広報ならは 広報ならは2026.5 2026.518 17



 

ちゃん
小林 夏帆 
こ ばやし か ほ

( )10か月健診の際に
お写真をお撮りします。

自転車ロードレースのため
交通規制を実施します。

「ツール・ド・ふくしま2026」開催に伴う交通規制のお知らせ

交通規制時間

全面通行止め
最後尾通過後、順次規制解除

浜街道方面
5：15～  6：30頃（予定）
県道244号、
県道35号山麓線方面
8：30～10：55頃（予定）

6/14（日）

主催／一般社団法人みんぽうスポーツ・文化コミッション、福島民報社
共催／楢葉町  ほか

行き（スタート後）
帰り（ゴール前）

福島復興サイクルシリーズ事務局
（一般社団法人みんぽうスポーツ・文化コミッション）　

TEL.024-531-4171
問
い
合
わ
せ （平日10：00～17：00）

「ツール・ド・ふくしま」
大会詳細はこちら➡

6月14日（日)に「ツール・ド・ふくしま2026」が開催されます。交通規
制を右図のとおり実施しますので、迂回等ご協力をお願いします。交
通規制は、レース隊列の最後尾が通過後に順次解除していきます。
ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。

244

ならは
スマートIC

㈱エヌビーエス
東日本工場

葉町役場

道の駅ならは

Jヴィレッジスタジアム

天神岬
スポーツ公園

広野IC

木戸駅

竜田駅

道
車
動
自
磐
常

●

●

●

●

●

6

6

線
磐
常

250

J

35

391

●

葉町／富岡町境界

規制開始  5：25（予定）
規制解除  6：30（予定）

富岡町／ 葉町境界

規制開始  8：30（予定）
規制解除11：20（予定）

天神岬スポーツ公園

浜街道方面
規制開始   5：15
スタート   6：00

START

県道244号、
県道35号山麓線方面
規制開始   8：20（予定）
ゴール　   9：00（予定）
規制解除 10：55（予定）

FINISH

10：35
タイムアウト

前日6月13日（土）は、サイクリング大会
も開催されます。交通規制は伴いません
が、町内を多くのサイクリストが駆け巡り
ますので、ご移動の際は十分にご注意くだ
さいますようお願いいたします。

笑
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編
集
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〒
979-0604  福

島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
北
田
字
鐘
突
堂
5
番
地
の
6

【土日祝日は日直対応   8：30～17：15】

〒979-0604  双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂5番地の6
TEL 0240-25-2111  FAX 0240-25-5564   E-mail：naraha@town.naraha.lg.jp

楢葉町役場 防災無線

0240-25-5805
0240-25-5806

（子育て支援センター）

楢葉町をちょっとのぞいてみませんか？

楢葉町公式SNS

楢葉町役場連絡先一覧

防災無線の内容を電話で
確認できます。  

広
報
な
ら
は
／
毎
月
5
日
発
行

発
行
／
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町

◉
◉
◉
◉
　
◉

総 務 課
町民税務課
保健福祉課
政策企画課
（DX推進室含む）
農林水産課
（農業委員会含む）

0240-23-6100
0240-23-6101
0240-23-6102
0240-23-6103

0240-23-6104

◉
◉
◉
◉
◉
◉

土地改良区
産業創生課
建 設 課
くらし安全対策課
出 納 室
議会事務局

0240-23-6137
0240-23-6105
0240-23-6106
0240-23-6109
0240-23-6131
0240-23-6132

◉
◉
　
　
◉

こ ど も 課
生涯まなび課 

　
あおぞらこども園

0240-23-5515
0240-25-2492

0240-25-4701

0240-26-0808

コミュニティセンター

ホームページ YouTubeLINE Instagram Facebook X


